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研究成果の概要（和文）：本研究は、ドイツ文芸学の立場から、シュトゥルム・ウント・ドラン

グの一つの概念定義を提出した。この定義は、英米文学研究、フランス文学研究、音楽史、美

術史において、18 世紀後半に制作された革新的傾向を持つ芸術作品を比較検討する際、有効で

ある。様々な分野の作品群を、シュトゥルム・ウント・ドラングという様式概念で説明する方

途が拓けたことになる。また、学際的・国際的なシュトゥルム・ウント・ドラング研究の基盤

整備を行うことが出来た。 
 
研究成果の概要（英文）： This study defined the term ‚Sturm und Drang’ as a concept of style 
from the standpoint of the history of German literature. This new definition is particularly 
important to consider artistic works in various fields of the 18th Century, which can be 
explained using the concept of ‚Sturm und Drang’ of style. This study also prepared the 
basis of the interdisciplinary research in ‚Sturm und Drang’. 
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１．研究開始当初の背景 
 19世紀には、戯曲の作品名に過ぎなかった

「シュトゥルム・ウント・ドラング」は、ド

イツ文学研究に大きな影響を及ぼしたヘット

ナーによる『18世紀ドイツ文学史』第1巻（1

856年）において時代概念として提出されたの

を皮切りに、19世紀の研究者によって時代概

念としてドイツ文学史に定着した。 

 20世紀になると、学生運動とも連動して19

60年代後半からゲーテ、シラーに代表される

ドイツ古典主義文学の再検討が始まり、それ

を契機に従来は古典主義の準備段階と理解さ

れていたシュトゥルム・ウント・ドラング文

学も、とりわけ社会批判性を重視する文芸社

会学的見地から見直され始めた。 

 20世紀の80年代よりシュトゥルム・ウン

ト・ドラングの個々の詩人と作品の詳細な再

検討が活発化し、とりわけ詩人ヤーコプ・ミ

ヒャエル・ラインホールト・レンツが注目さ

れた。成熟した人格を形成したゲーテとシラ

ーのみがドイツ古典主義文学を創造し、それ

以外の詩人は心理学的にも美学的にも未発達

の段階にとどまったという旧来の文学史観を

塗り替える新たな文学史の執筆が焦眉の課題
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となった。 

 

２．研究の目的 
 ドイツ文学史における概念シュトゥルム・

ウント・ドラングは、とりわけ英仏文学史、

音楽学、美術史に拡散している。その際、18

世紀の同時代における芸術諸分野でのシュト

ゥルム・ウント・ドラング的な革新的傾向の

作品群の同時的成立が指摘されている。 

 本研究は、ヨーロッパ文化史全体を視野に

入れつつ、ドイツ文芸学において時代概念と

して捉えられてきたシュトゥルム・ウント・

ドラングをむしろ様式概念として理解するた

めに、この概念の発生と変遷の歴史を文献学

的な作業を通じて明らかにする。と同時に、

関連諸分野における現象を考察し、学際的な

シュトゥルム・ウント・ドラング研究の基盤

を整備する。 

 
３．研究の方法 
（1）本研究は、シュトゥルム・ウント・ドラ

ング研究に欠如している文献学的概念史研究

を遂行する。 

（2）本研究は、ドイツ文学研究に対しては、

文学史全体の再検討を要請する。 

（3）本研究は、ヨーロッパ文化史研究に一つ

の研究分野を提案する。 

 
４．研究成果 

 本研究の成果は、以下の２つの集約的成果

と、幾つかの個別の成果として列挙すること

が出来る。 

（1）本研究の成果を研究書の形で上梓し、研

究成果を公開した。 

（2）新学際研究領域を創成する、という本研

究計画の最終的な目標達成のための第一段階

として結成した比較文化研究会の研究叢書を

上梓し、広く新学際研究領域の意義を知らし

めた。 

（3）国内外の18世紀研究者との連携を推進し

た。例えば、平成22年7月末には、ワルシャワ

大学で開催された第７回国際ドイツ語学文学

大会において、特にバルト海沿岸地域におけ

る、レンツを中心としたシュトゥルム・ウン

ト・ドラングに関する発表を行い、日本にお

ける研究成果を披露し、各国の研究者とのコ

ンタクトをとることが出来た。 

（4）ドイツ・オルデンブルク大学のデーリン

グ教授の協力により、本邦では入手の難しい

シュトゥルム・ウント・ドラング関連資料を

収集した。例年、関連する学会においても幾

つかの発表を行った。さらに、日本における

シュトゥルム・ウント・ドラング研究・翻訳

の総合書誌作成を継続した。詳細なシュトゥ

ルム・ウント・ドラング年表もあわせて作成

中である。 

 以上の研究実績により、所期の研究目的で

ある英仏文学史、音楽史、美術史における革

新的傾向を持つ作品群の比較検討に際し、ド

イツ文芸学から一つの概念定義を提出した。

さらに、学際的・国際的なシュトゥルム・ウ

ント・ドラング研究の基盤整備の礎石を築く

ことが出来たと総括できる。 
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